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日本応用心理学会常任理事会議事録

2005年度第 1回常任理事会議事録

日時 2005年 5月20日(金)

午後 6時~午後8時

場所・東京富士大学本館第 2会議室

出席者・岡村一成理事長，星野仁彦副理事長，稲毛

教子， 浮谷秀一，大橋信夫， 荻野七重，

垣本由紀子，大坊郁夫， 田之内厚三，

所正文，外島裕，内藤哲雄，長塚康弘，

馬場房子，林 潔，藤田主一，細江達郎，

松浦常夫，玉井寛第 72回大会事務局長

委任状.坂野登，鈴木由紀生，南隆男

事務局・浮谷秀一(事務局長)

伊波和恵(事務局幹事)

I 報告事項

(1) 理事長挨拶

. I心理学検定」実施に関する分担資金の件に

ついて説明があり，分担資金の負担が承認さ

れた。

(2) 各委員会報告

1 ) 機関誌編集委員会(荻野委員長)

. I応用心理学研究J30巻 1号を 2005年4

月刊行(発行日は 2004年 12月)。

・この号より，巻末に複写権等委託済表示を

記載した。

• 30巻2号の国際応用心理学研究発表の英

文論文集について報告があった。 2005年

6月刊行予定(発行日は 2005年 3月)。

• 31巻 l号へ向けての投稿論文の審査状況

について説明があった。発行予定は 2005

年7月で，公開シンポジウム，名誉会員故

田中熊次郎先生追悼文(岸田 博氏に依頼

予定)を掲載予定である。

2) 認定「応用心理士」認定審査委員会

(馬場委員長)

・2005年度前期分の受付中である。エン ト

リーは 2名。ニュ ーズレタ 発行時期の都

合があったため，今年度は，受付を 6月末

までに変更することが提案され，認められ

fこ。

事務局だより

. 20 0 5 年度前期分の受付は 4~ 6 月末の予

定である。

3) 学会賞 ・奨励賞選考委員会(垣本委員長)

・学会賞 ・奨励賞の候補者推薦を，6月20

日締め切りで受け付けている。受賞候補者

については，次回理事会にて提案する。

4) 国際交流委員会(長塚委員長)

・学会の英語名称を変更することが提案され

た。 (The]apan巴seAssociation of Ap-

plied Psychologyの ]apanを]apanese

に変更)

5) シンポジウム委員会(内藤委員)

-国際応用心理学会大会における，本学会企

画シンポジウムについて，次のように提案

された。人選と予算(補助)に関して，引

き続き議論することとなった。

テーマ「現代日本が直面する社会問題と

その解決J(司会:内藤 ・主主花)

話題提供「し、じめ」 ・「交通事故JI災害 ・

天災JI非行 ・犯罪防止策」

6) 研修委員会(林委員長)

-第 72回大会において研修会を開催する。

7) 広報委員会(藤田委員長)

・ニューズレタ ー第 12号は 5月末に発行予

定。

・常任理事会議事録をニューズレターに掲載

してはどうかとの提案があり，審議事項に

回された。

8) 倫理委員会(藤田委員長)

-報告はなし。

9) 諸規程整備検討委員会(浮谷委員長)

・各委員会規程はほほ改正済。役員選挙規程

については，審議事項にて検討。

10) 若手研究者支援委員会(由之内委員長)

・前回提出された支援案を修正したものが提

出され，承認された。その他，年次大会以

外での支援策について意見交換がなされ，

委員会にて検討することとなった。

-実施は 2006年度からを予定。

11) 日本心理学諸学会連合(稲毛連合担当常任

理事)

・6月25日に次回開催予定である。
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12) 2004年度第 71回大会(外島大会事務局

長)

・大会エントリー用 Web構築費および運営

費に関して， 学会より補助を受けた旨，報

告があった。

13) 2005年度第 72回大会(星野大会委員長)

• 2005年 9月3・4日開催予定の大会の内

容につ いて説明があ った。(特別講演2

件 ・公開シンポジウム 2件 ・ワーク

ショップ 2件 ・一般演題発表)

・発表申込件数の報告がなされた。(内訳・郵

送申込 (5/20〆切)30件， Web申込 (5/

31〆切)10件，計40件)

・エントリ 一期間の延長が提案され，了承さ

れた。(期間の変更:参加申込 6/30〆切)

・エントリ ー受付期間延長の旨，ニュ ーズレ

ターに掲載して周知することとなった。

• 9月2日に甥事会，3日に会員総会 4日

に常任理事会を予定している。

14) その他

.長塚委員長から国際交流委員会に蓮花先生

を委員として加えたいとの提案があり，認

められた。

II 審議事項

(1) 役員選出 ・選挙規程について(浮谷委員長)

・選挙台帳の作成にあたって，選挙実施年度の

前年度までの会費を納入していない者は選挙

台帳から除くこととした。

・理事 36名のうち 12名を決定する方法につ

いて，前回の常任理事会で承認された選出方

法を，現常任理事会の推薦によって選出され

ることに変更することが承認された。

・理事長の選出方法について，最高得票を得た

者が複数いる場合には，決選投票を行うこと

が承認された。

・これらを含めた役員選出 ・選挙規程(案)を

承認した。

(2) 2004年度決算ならびに 2005年度予算につ

いて(浮谷事務局長)

-現在作成中である。次回，常任理事会にて提

案，審議することになった。

(3) 新入会員審査および会員奥野jについて

(浮谷事務局長)

-新入会員申込みのあった 13名について審査

し，全員承認された。

長多美子，江川知香子，柿本敏克，田原理

恵， 地頭沙織，田中朔子，森 昇子，中井

宏，和田一成，海蔵寺陽子，小野寺理江，

荷見一恵，佐藤裕基

・3/3現在の会員数は 1，105名(内訳 正会員

数 1，059名，名誉会員42名，賛助会員4名)。

入会者17名，退会者19名。

(4) その他

-名誉会員の該当者一覧が提出された。次巨J，

審議することになった。

-常任理事会議事録をニュ ーズレターに掲載す

る件も，次回に審議することになった。

*次回常任理事会は 2005年8月3日(水)午後 1

時 30分より東京富士大学において開催される予

定である。

2005年度第2回常任理事会議事録

日時 2005年 8月3日(金)

午後 l時 30分~午後4時

場所:東京富士大学本館第2会議室

出席者:岡村一成理事長，星野仁彦副理事長，浮谷

秀一，大橋信夫，荻野七重，垣本由紀子，

柏木恵子，坂野 登，鈴木由紀生，外島

裕，内藤哲雄，長塚康弘，馬場房子，藤田

主一，松浦常夫

委任状:神作博， 回之内厚三，所正文，細江

達郎，南隆男

陪席.玉井寛(第 72回大会事務局長)，内海

混(名誉会員)，越河六郎(名誉会員)

事務局.浮谷秀一(事務局長)

伊波和恵(事務局幹事)

I 報告事項

( 1) 理事長挨拶

-名誉会員の北村晴朗先生が， 7月 16日にご

逝去された旨，報告があった。

(2) 各委員会報告

1) 機関誌編集委員会(荻野委員長)

. I応用心理学研究J30巻2号(国際応用心

理学研究発表の英文論文集)を編集中，

2005 年 8 月末~9 月初刊行予定(発行日

は2005年 3月)。
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• 31 巻 l号へ向けての投稿論文の審査状況

について説明があっ た。発行予定は 2005

年 9月中旬で，原著 1， 資料 2，公開シンポ

ジウム，名誉会員故田中熊次郎先生追悼文

(岸田博氏の執筆)を掲載予定である。

-名誉会員故北村晴朗先生追悼文(長塚康弘

氏に依頼)を 31巻 2号に掲載予定。

2) 認定「応用心理士」認定審査委員会

(馬場委員長)

• 2005年度前期分の受付を 6月末で締め

切った。 エントリーは4名。うち合格者は

2名であっ た。

3) 学会賞 ・奨励賞選考委員会(垣本委員長)

-学会賞 ・奨励賞の候補者の受付を 6月20

日で締め切り，選考し，今年度は該当者な

しとした。詳細は審議事項にて報告する。

4) 国際交流委員会(長塚委員長 ・内藤委員)

-国際応用心理学会大会(アテネ)は 2006

年 7 月 16~2 1 日開催予定。 エントリーの

日程等について説明があった:発表者エン

トリー〆切 2005年 9月 15日， ゾンポジ

ウム企画エントリー〆切 2005年 12月 1

日。詳細はアテネ大会 HP参照のこ と。

・日本応用心理学会としての企画シンポジウ

ムについて，次の案が示された:

【テーマ 現代日本が直面する社会問題と

その解決】(司会 内藤哲雄 ・蓮花一己)

①いじめ(日本的集団主義)

…倉光修(非会員)

②交通事故関係 (人災) …喧本由紀子

③災害(天災)・・…一 …...藤森立男

④非行 ・犯罪の防止策(社会不安)

…西田公昭(非会員)

指定討論者長塚康弘

5) シンポジウム委員会(松浦委員長)

-次回のシンポジウムを企画中である。南

隆男先生(慶fflI¥義塾大学)に依頼しており，

l月中に開催する方向で調整している。詳

細については，次回常任理事会にて報告予

定。

6) 広報委員会(藤田委員長)

・ニュー スレタ ー第 12号は 5月末に発行し

た。第 13号に大会について報告記事を，

第 14号には名誉会員からの挨拶を掲載予

定である。

7) 倫理委員会(藤田委員長)

・委員会規程をめ くり，次の点について検討

中である .

①一般 ・会員 ・研究全般に関する倫理綱領

②機関誌における倫理綱領

③応用心理士としての倫理綱領

④綱領違反時の処分な らびに審議機関およ

びその審議過程の整備

-上記を踏まえ，学会主催で，倫理的な問題

をめぐる研修 ・講習の開催等を企画するこ

とを検討している。

8) 諸規程整備検討委員会(浮谷委員長)

-各委員会規程について，次の点をMii認した

①倫理委員会の人数回..........・・・田・・・・・・・・・6人

②「役員選出 ・選挙規程(案)J について再

確認をした

9) 若手研究者支援委員会

(代理・浮谷事務局長)

.運用方法について検討中である。

10) 諸学会連合委員会(代理:馬場常任理事)

-心理学資格検定について，予算の都合で作

業は一時凍結中であ る。

(3) 2005年度第 72回大会

(星野大会委員長 ・玉井大会事務局長)

.2005年 9月3・4日開催予定の大会の内容

ならびに日程について説明があった。(特別

講演 2件 ・公開 νンポジウム 2件 ・ワーク

ショップ2件 ・一般演題発表)

・エン トリー受付を 6月 30日締め切った。発

表申込件数は 101件，予約参加者は 166名

と， 受付期間延長の効果が見られた。

.9月2日に迎撃会 (於 ・福島ビューホテル)，

3 ~4 日 に大会(於 ・ 福島学院大学カ ー サフ

ローラ千葉記念ホ ール)を予定。 3EIに会員

総会，懇親会(於 ・福島グリ ーンパ レス)を，

4日に常任理事会を予定。

II 審議事項

(1) 2004年度決算について(浮谷事務局長)

・各委員会の 2004年度決算報告に基づいて作

成され，監査の会計監査を受けた 2004年度

決算書が提出され，審議を経て承認された。
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(2) 2005年度予算について(浮谷事務局長)

・各委員会の 2004年度決算報告ならびに事業

計画に基つ‘いた 2005年度予算案が提出され

fこ。

-国際交流委員会活動費，機関誌の印刷費の増

額，常任理事交通費の減額の調整がなされ，

承認された。

(3) 名誉会員推戴について (岡村理事長)

• 2005年3月 31日現在70歳となった会員

11名が掲載された 「名誉会員該当者一覧」に

もとっき，名誉会員規程に照らして審議し，

次の 2氏を推戴することとなった。

神作博氏 ・長塚康弘氏

・なお，名誉会員規程のうち， I本学会に特に顕

著な功績があったと認められる者」について

今後基準を設け，さかのぼって該当者を推戴

することになった。

(4) 学会賞 ・奨励賞について(垣本委員長)

-規程にもとづき推薦を依頼したところ，学会

賞 l件，奨励賞2件の推薦があった。

・選考委員会における審議の結果，今年度は該

当者な しとした。

(5) 2007年度第 74回大会(岡村理事長)

・帝塚山大学(大会委員長.蓮花一己)におい

て開催することが提案され承認された。

• 2006年度 73回大会は文京学院大学本郷

キャンパス(大会委員長:柏木恵子)におい

て， 2006 年 9 月 9 日 ~ 1 0 日に開かれること

が報告された。

(6) 新入会員審査および会員異動について

-新入会員申込みのあ った 18名(うち，学生

会員 l名)について審査し，全員承認され

fこ。

滝j宰 麗， 沼井真理子， 多久島寛孝， 井上

孝之，種ヶ嶋尚志，片岡杏子，山本洋祐，田辺

勝，小嶋新太，室1) 新，藤原由佳子，西村

次由，西日公昭，長野祐一郎 福島久美子

松山美保子安田道子(学生会員)高橋渓

・8月l日現在， 会員数 1121名(内訳'正会員

数 1，073名，名 誉会員 42名，賛助会員5

名)。前回の常任理事会以降の入会者 16名，

退会者O名。

(7) その他

-岡村盟事長より，学会 60周年記念事業とし

て， ~応用心理学事典(中事典)J の出版企画

について提案がなされた。検討の結果，本学

会編と して丸善から出版するこ とが承認され

fこ。

*次回，理事会は 9月2日(金)午後 5時より福島

ビューホテルにて開催される。常任理事会は

2005年9月4日(日)午前 11時40分より福島

学院大学 ・のぎく館ハーモニーホールにおいて，

開催される。

会員異動

2004年度新入会員 (2004.4~2005. 3) 

秋元幸見

日本大学

荒井庸子

宇治市役所

荒木 l晴海

医療法人社団欣助会 吉祥寺病院(精神科専門〕

飯田敏H青

明治学院大学大学院J心理学研究科

伊坂裕子

日本大学国際関係学部

伊藤香世子

NPO 心のケアステーション

伊波和恵

東京富士大学

岩倉 希

目白大学大学院現代社会心理専攻

岩本寿美妓

公文式皆実町 1丁目教室

上回豊樹

福祉住環境コ ーディネーター協会会員

上村佳世子

文京学院大学人間学部

字部弘子

桐生短期大学

大友 1I券弘

北海道旭川東栄高等学校

大西一馬

寝屋川市立あかっき園ひばり園 ・第2ひば り園

岡田耕一

聖徳大学短期大学部
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奥村隆志

(財)労働科学研究所

尾関美喜

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

影山 敦子

寝屋川市役所子ども室

柏木恵子

文京学院大学人間学部

金田 i除子

信州大学教育学研究科学校教育専攻臨床心理学

コース

河内和直

立正大学大学院J心理学研究科J心理学専攻

久保田健市

名古匡市立大学大学院人間文化研究科

倉持 |後

鳥取県笹察本部刑事部科学捜査研究所

'j¥i也 はるか

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

小林佳子

信州大学大学院人文科学研究科地域文化専攻

小山 良子

熊本県立阿蘇高等学校

佐々木孝

(株)日本マンパワ ーキャリアド ック部

佐藤初美

新宿区立中落合第二保育園

佐藤清公

日本大学総合科学研究所

柴田 裕之

あゆみ会西が丘作業所

清水亜佐子

寝屋川市立あかっき園ひばり園 ・第2ひばり園

庄司俊幸

フ 7 ':;ションセンタ ーしまむら 小見川庖

生水 一美

(有)スタジオ ・ビート

新藤 美香

グラフィ yク社営業部

杉村正子

常磐大学大学院人間科学研究科

高絵正一

社会福祉法人償浜社会福祉協会 特別養護老人

ホーム 新山下ホーム

竹内規彦

愛知l学院大学経営学部

竹内倫和

川口短期大学

太刀掛俊之

大阪大学大学院人間科学研究科

谷岡美佐枝

大阪厚生年金病院

田村勝美

寝屋川市立療育自立センターあかっき・ひばり園

徳光紗妃

日本大学大学院文学研究科心迎学専攻

冨重健一

武蔵野大学通信教育部人間関係学部

豊田有紀

北海道応用心盟学教室

虎谷 美保

長縄史子

北海道応用心盟学教室

西平宏子

北海道応用心理学教室

蓮見将敏

杉野IJ&飾大学

原 光広

茨木県立土浦第一高等学校

東野文典

社会福祉法人夢 高1I崎市在宅介護支援センタ ーふ

るさと

藤 京子

文京学院大学大学院

藤川 秀幸

教育ビジネス学園

藤川 和

皇皐館大撃

星諜

放送大学

松本友一郎

大阪大学大学院人間科学研究科

満生英喜

太宰府市子育て支援諜 家庭児童相談室
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三浦公一

東京国際 ・キャリ アタイナミックス

村田悦子

山隆晴美

日本大学歯学部

山本明

社会福祉法人夢 高崎市在宅介護支援センタ ーふ

るさと

横井幸久

愛知県警察本部科学捜査研究所

吉田 一子

熊本保{建科学大学保健科学部看護学科

吉田統子

国立精神 ・神経センター武蔵病院

余村 朋樹

(財)労働科学研究所

渡部明美

慈眼山弘円寺

2004年度退会者名簿一覧 (2004.4-2005.3)

退会 (37名)

市川こずえ， 井村 修，岩村陽子，荻須隆雄，

小倉典子，加藤 司，菊池 清11券，岸根恭子，

黒回 線，津田道子，神 康久，鈴木啓三，

鈴木光子，鈴木幸一，仙頭綾子，曽根原純子，

高田茂子，高橋 完介，高柳 信子，武田美津代，

土屋淳子，寺沢充夫，中川 作一，中村美砂，

新田見教子，野村 匡子，橋本恵以子，長谷俊彦，

藤井義久，藤野 友紀，本田ユキ子，松原敏浩，

森川 正大，谷島弘仁，山下 界，横井達枝，

横田 碧

逝去 (2名)

謹んで ζ冥福をお祈りいたします。

石橋富和

田中熊次郎

住所不明 (36名)

浅野智子，芦淳志帆子，雨宮 一洋，安藤寿枝子，

井上寛之，梅崎利香，大内 隆，大講憲久，

川地亜弥子，斉藤早香枝，津田和美，塩味香里，

醇 常慧，高橋 晃，高向俊江，武田繁好，

月野木竜也， 椿堂 由紀，出水真寿美，中川 知宏，

中里 i克，中島寛之，中村由希子，南篠充寿，

蓮見知恵子，布施晶子，古川ひとみ，保坂里英，

山崎麻里，山隆晴美，山本 恵一，吉田恒彦，

若松俊子，植田忍，渡遺正人，渡部佳子

長期会費未納による退会 (52名)

浅野智子，芦諜志帆子，安部保子，荒木俊幸，

安藤寿枝子，泉山中三，市橋 秀樹，井上寛之，

梅崎利香，遠藤定雄，大井陽子，大谷宗司，

大西孝周，大野 智，大溝憲久，岡崎竜太，

片岡大il~lî ， 11券浦照美，桂 晶子， 加藤かおり，

金地美女日gg，:It村 晋一，呉平 東，近藤 勉，

塩味 香里，東海林則子，高橋千世美，高向俊江，

竹内妙子，田中 厚志，竹間 進，坪屋悦子，

寺門正顕，永井末子，中川 知宏，中島寛之，

中村由希子，藤井関子，藤元直服，保坂里英，

切『口陽子，三辻昭彦，八島真友子，柳井 修，

山口|盗幸，山下雅子，山下 幸子，吉川聡ー，

若松俊子，稲田 忍，和国有史，渡退裕美

寄贈文献 (2004.4-2005.3)

・応用社会学研究第 15号

• Businws Labor Trend 2004年 6月・7月

・IATSS Review Vol. 29 No. 1-4 

• JAPANESE HEALTH PSYCHOLOGY NO.11 

・NIIJournal 
-学著協ニュ ース No. 10， No. 11 

・学会センターニュ ース NO.354-365 

・学校教育学研究論集(東京学芸大学大学院) 第

9号第 10号

-関西福祉科学大学紀要 2004年第8号

・季刊社会安全 NO.53-55 

・研究助成報告書(財団法人 社会安全研究財団)

平成 15年度

-国立情報学研究所ニュ ース NO.22-26 

・産業安全研究所安全ガイド 2004， No. 3 

・産業安全研究所安全資料 No. 19， No. 20 

・産業安全研究所技術指針 NO.38 

・産業安全研究所研究報告 2004 

・産業安全研究所特別研究報告 No. 29， No. 30 

・産業安全研究所年報 平成 15年度

-児童教育研究第 14号



事務局だより ( 63 ) 

-上智大学心理学年報

-人事試験研究 No. 1 9 1~1 94 

・スポーツ心理学研究第30巻2号第31巻l

号 2号

-全心協ニュース No. 46~ 50 

・第 10回交通調査 ・研究発表会要旨集 2003年

10月

・筑波大学心理学研究 第28号

・テレビ ・ラジオ番組個人視聴率調査 平成 16年

4月・6月・9月・11月，平成 17年2月

・東海大学記要第 11号，第 12号

-東京学芸大学紀要第 l部門教育科学 第56集

・名古屋大学大学院教育学科第51巻 l号，2 

号

-名古匡大学大学院 心理発達科学第51巻

・日本学術会議心理学研究連絡委員会NEWS

LETTER 第 19期No.4

・日本語教育通信 第49号

・日本子ども家庭総合研究所紀要 第40集

・博士学位論文要旨(学芸大学大学院) 第7号

・発達研究(発達科学研究教育センター) No.18 

・ファジィシステムシンポジウム講演論文集 第

20回

・フリースク ール白書(フリ ースク ール全国ネ y 卜

ワーク) 2004年3月

-文学博士 田中熊次郎遺稿集(田中心理学研究

所)

-別冊 医学のあゆみ 学会案内(医師薬出版株式

会社) 2004年7月号，2005年 1月号

・母子愛育会70年史(恩賜財団母子愛育会)

・母子保健情報 49号，50号

・安田女子大学大学院文学研究科紀要 第 10集

・科学響察研究所報告 42巻 l号

・学術の動向(日本学術協力財団)

2004. 4~2005 . 3 

.慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要

第57号，第58号，第59号

・健康心理学研究 Vol. 17， No. 1 

・交通科学(大阪交通科学研究会) Vol. 35， No. 1， 

No.2 

-山梨大学教育人間科学部記要 第6巻 l号， 2号

・指導と評価 2004. 4~ 2005. 3 

-関係学研究 第32巻 l号
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